
馬の力を肌で体験海を綺麗に
豊浦町放課後子ども教室「馬そり体験」豊浦町商工会青年部が海浜清掃

　7月5日、豊浦町放課後子ども教室で「馬そり体
験」が開催されました。
　この体験は、放課後子ども教室を委託している
NPO法人いきものいんくが豊浦町内で馬と暮ら
し、馬を使った農業を行っている鈴木健一さんを
講師に招き、子どもたちが馬と触れ合う機会を設
けたいとの思いから実現しました。
　参加した児童は、低学年の中には馬を怖がって
いる児童もいましたが、花雪が大人しい馬だった
こともあり、すぐに打ち解け、そりや綱引きで馬
の力強さに歓声をあげていました。

　7月2日、豊浦町商工会青年部が昨年に引き続
き、大岸地区の海岸で海浜清掃を行いました。
　この日は、商工会青年部の他に豊浦町社会福祉
協議会や役場職員、海釣りをしていたご夫婦にも
協力いただくなど参加者は総勢17名。軽トラッ
ク4台分の海から流れ着いた浮き球やロープ、空
き缶、ペットボトルなどを回収しました。
　藤原大倫部長は、「豊浦町を訪れる方に気持ち
よく利用してもらいたい。今年は商工会青年部員
だけではなく、たくさんの協力をいただいて嬉し
かった。来年も引き続き活動していきたい。」と話
していました。 ▲砂浜で馬そりを楽しむ児童

▲小雨の中、ごみを拾う参加者。お疲れ様でした。

▲実家付近（富士山とエナガ）（左）と豊浦町（貫気別川河
口とシマエナガ）（右）
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文 / 北浦　佳　隊員
地域おこし協力隊の活動日記
　「あっ」という間に農業研修生となって3回目
の豊浦いちごの収穫期が過ぎ去りました。
　「けんたろう」は毎年８月お盆前に苗を定植す
るため、収穫期終了後休む間もなく次年度に向
けた準備が始まります。空株を抜き、畝を平らに
ならし、土壌消毒・施肥をしてまた畝を立てる。
約2カ月半赤い実で色付いていたハウスの中は、
一瞬で土だけのまっさらな畑に戻ります。少しの
寂しい気持ちと達成感、たくさんの反省点と次年
度への淡い期待を胸に抱きながら、日々作業に励
んでいます。次の収穫時は就農１年目となる私た
ち。今後は就農地（豊泉地区）の整備に注力してい
きます。
　さて、この3年間は新型コロナの影響で町内イ
ベントが中止となり、山梨県の実家にも帰省でき
ない状況が続いています。大好きな野鳥のさえず
りと地元の風景写真に癒されながら、豊浦町の皆
さんと交流できる場が早く戻ることを願って、残
り８カ月の任期も頑張っていきたいと思います。
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協力隊の活動はフェイスブックで発信中です！
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